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９　建　　物

(1) 所　在　地

東京都文京区大塚四丁目21番18号

(2) 敷地及び建物

10 運　　営

(1) 監察医務業務執行体制

※持込検案…〔常勤監察医１人、監察医補佐１人〕のチームにより平成16年１月から

� 実施（土・日・祝日を除く。）

※多摩検案…〔常勤監察医１人、監察医補佐１人、運転手（委託）１人〕の計３人の

� チームにより、平成19年12月から立川署管内で実施

解剖処置：〔監察医１人、臨床検査技師１人、監察医補佐１人〕の計３人の
            チームにより、１日３班編成で実施

イ　解剖班……

遺族対応：遺体搬出入・遺体処置・遺族引渡等を監察医補佐２人で実施

敷 地 面 積 　 　 　  5,020.57㎡

建物延面積(仮設)     3,072.73㎡    地下１階，地上４階

１日　４～５班編成（11月～３月：５班）で実施

ア　検案班……〔監察医１人、監察医補佐１人、運転手（委託）１人〕の計３人のチームにより



急性死・事故死等 

23　区　内 

警察署・病院 

自宅・その他 

（検案・解剖業務の概略） 

警　　察　　署 

監察医務院 

検　案（監察医） 

原　因　不　明 

行　政　解　剖 

薬化学検査・病理組織検査 

剖検記録・解剖報告書・死体検案書 

（検案要請） 

（保管）（福祉保健局長）（遺族） 

死因決定書類作成 

 

司　法　解　剖 

(大学法医学教室)

検　案 

監 察 医 務 院 

遺族に交付、区役所死亡届 

遺体引渡し 

遺体引渡し 

立会警察官に交付  

福祉保健局長に提出 

感染症など保健所長 

犯罪など警察署長 

異状通報 

犯罪死体 

死因確定 

検視（検視官） 

 

現場 

監察医務院 

（持込検案要請） 

（
死
亡
届
）

死
体
検
案
書

死
体
検
案
調
書

刑
事
鑑
識

(２) 監察医務業務の流れ
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検

　

　

　

　

　

案 

死 因 不 明 

遺体の処理 

（要解剖） 

監　察　医　　遺族説明又は遺族説得、警察署長あて死体受領書発行 

 

監察医補佐　　遺族説明又は遺族説得の補助、情報連絡（１解剖を要 

　　　　　　　する場合　２その他終了報告） 

書 類 作 成 

監　察　医　　警察官、遺族からの補充的事項聴取、死体検案書、死 

　　　　　　　体検案調書の作成 

監察医補佐　　警察官、遺族からの補充的事項聴取の補助、死体検案 

　　　　　　　書取扱いの遺族への説明、次の検案対象警察署への連 

　　　　　　　絡等 

状 況 聴 取 
監　察　医　　警察官、遺族からの事前調査、説明聴取 

監察医補佐　　検案場所の確保（人目をさけ、検案可能な状態に遺体 

　　　　　　　を整える。）、検案用紙類の点検 

対 象 確 認 

監　察　医　　死亡状況概要確認 

監察医補佐　　同上、場所の確認、検査器具の点検 

実　　　施 

運　　　転 運転手（委託）　 出発準備、運転操作 

着衣 

全裸―遺体計測、死因究明 

　　　の処置、所見判断、 

　　　遺族に死因説明 

監　察　医　　現場状況の確認、検案 

 

 

監察医補佐　　着衣操作、遺体姿勢転換操作、遺体計測補助 

(３) 検案業務の内容
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(4) 解剖業務の流れ

遺 体 受 領

搬 送 発 注

到　　　　　　着

保　　　　　　管

解剖者名簿作成

解 剖 記 録 準 備

解 剖 チ ー ム 編 成

〈解剖処置〉

３班編成

監 察 医　　１人

臨床検査技師 １人

監察医補佐　１人

〈遺族対応〉

監察医補佐　２人

事 前 調 査

検 案 調 書 検 討

その他情報資料

解剖順序

解剖心得

１　外景検査

２　内景検査

胸腔臓器（頸部を含む。）

(1) 胸腹腔開検

腹腔臓器　　肝、腎、脾、膵、胃、小腸、大腸、子宮、

睾丸、卵巣、膀胱、副腎、その他

(2) 頭腔開検　　　　　頭皮、頭蓋骨、脳膜、脳（大・小脳）、橋脳、脳下垂体、

その他

３　薬化学的、病理組織学的検査

４　最終的に死因決定

心

肺

その他

１　死者に対する礼を失わないこと。

２　所見を見逃さず記録すること。

３　事実の究明（所見などを総合し、生前の病態や環境を解明し、死者の人権を擁

護する。）

４　公衆衛生の向上に貢献

５　遺族に解剖所見の説明と今後の健康管理のあり方などについて話をする。

解 剖 実 施

保管遺体解剖（午前）

当日搬送遺体解剖（午後）
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遺族，区長，大学

遺 体 引 渡 し

遺 族 死 因 説 明

解剖者名簿記入

遺体引取者名簿記入

遺体受領引渡書チェック

遺 体 清 拭

実 施 後 業 務

解 剖 記 録 検 討

監 察 医 諸 検 査

解 剖 結 果 説 明

諸検査（検査科依頼）

遺 体 保 管

解剖器具整備保管

通報（検察庁，警察署，保健所）

翌日へ解 剖 室 整 備

死 因 確 定 遺族通知―書類作成

剖検記録

解剖報告書

死体検案書

保管

福祉保健局長

管理責任者が「解剖室における解剖器具の管理基準」により解剖刀、脳刀その他の解剖器

具について定数管理を行う。

○解剖時における解剖者・解剖補助者

・解剖者の役割

・解剖補助者の補助内容

監察医は、責任を持って適切な指導・監督のもと、解剖補助者に解剖を

補助させることができる。
監　察　医

・死体の切開、縫合

・臓器の摘出

・検体の採取

・肋骨切開、皮膚切開部の縫合・その他

・血液、尿、胃内容等の採取

臨床検査技師

監察医補佐
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(5) 検査業務の流れ

ア　病理組織検査業務

病
理
組
織

標本用検体

切　出　し

機　器　名 型　　　　　　　　　　　　　式 台数 備考

自動希釈器（ホルマリン）サクラＫＳＵ－100Ｋ

固 定 用 振 盪 器 ＴＡＩＴＥＣ振盪器ＮＲ－８　４台，イウチ振盪器ＳＲＲ－３　１台 ５ 〈２〉

自 動 包 埋 装 置 ティシューテックＶＩＰプレミア ３ 〈３〉

３ 〈４〉

薄切用ミクロトーム
サクラＩＶＳ400　１台，ＩＶＳ410　２台
ライカＳＭ2000Ｒ　４台，ライカＳＭ2010　２台
ティシューテックフェザートラストームＴＴＭ－200　１台

10 〈５〉

伸 　 展 　 器 サクラ伸展器ＰＳ－52 10 〈６〉

自 動 染 色 器
サクラＤＲＳ601　１台，　サクラＤＲＳ－2000　１台

サクラＤＲＳ－Ｐｒｉｓｍａ－ＪＯＳ－Ｈ　２台
４ 〈７〉

自 動 封 入 器 タバタエンジニアリングＴＣＭ6000，明星電気プロマウンターＲＣＭ3650Ｖ ２ 〈８〉

凍 結 切 片 作 製 装 置 ティシュー・テック　クライオ３ １

ホルマリン

固　　　定

脱　灰　前

脱　　　脂

脱灰・中和

水洗・脱水

使　用　機　器

検 体 薄 切
ス ラ イ ド

グラス貼付
脱パラフィン 各 種 染 色Ａ

解剖

検 体 薄 切
ス ラ イ ド

グラス貼付
脱パラフィン 各 種 染 色

追　　加

オーダー

注：備考欄内〈 〉内数字は上記検査業務の流れ図における使用位置を示す。

パラフィンブロック

作 製 装 置

ライカＥＧ1160 １台

ティシュテックデスペンディングコンソール　２台

〈１〉 〈２〉

〈５〉 〈６〉 〈７〉

〈５′〉 〈６〉

〈５′〉

〈１〉１



17－ －

脱水・パラフィン

浸　　　　　　透

封　　　入

パラフィン

包　　　埋
に続くＡ

封　　　入

標本完成

鏡　　検

データ入力

整理・提出

標本完成

鏡　　検

データ入力

整理・提出

死因決定

〈８〉

〈８〉

〈３〉 〈４〉

監察医診断



18－ －

イ　薬化学検査業務

検査材料

胃 内 容 物

腸 内 容 物

胃 洗 浄 液

（吐物）

押　収　物

予　試　験

臓　　　器

抽出操作

１．エタノール抽出
２．アセトン抽出
３．分画抽出
４．固相抽出
５．液液抽出 ⑦

ホモジナイズ

機　器　名 型　　　式 台数 備考

ガスクロマトグラフ質量分析計 ①

ロ ー タ リ ー エ バ ポ レ ー タ ー ＢＵ
・・

ＣＨＩ　ＥＬ―131

１ ②

ガ ス ク ロ マ ト グ ラ フ 〃　ＧＣ―2014（検出器ＦＩＤ，ＦＴＤ）

１ ③

１ ④

ヘッドスペースサンプラー付ガスクロマトグラフ 〃　ＧＣ―17Ａ（検出器ＦＩＤ，ＦＴＤ） １ ⑤

〃

〃

〃　ＧＣ―17Ａ（検出器ＦＩＤ，ＦＴＤ，ＴＣＤ） １ ⑥

自 動 振 と う 器 エルビス　ＥＬ－Ｓ １ ⑦

使　用　機　器

血　　　液

胸腔内血液

尿

定量分析では新たに試料を取り、確認された薬毒物に最適の方法で抽出、分析機器にて定量

注：備考欄内数字は、業務流れ図における使用位置を示す。

１．外観の観察
２．臭気の有無
３．pH測定
４．青酸定性
５．パラコート定性
６．動物試験

尿中乱用薬物免疫化学的検出キット

島津　ＧＣＭＳ―ＱＰ 5050Ａ

島津　ＧＣＭＳ―ＱＰ 2010

１
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減圧濃縮，前処理

固相抽出による分離、

精製⑬⑭

ロータリーエバポレ

ーターによる減圧濃

縮③

薬毒物のスクリーニング

①②④⑤⑥⑧⑨

⑩⑪

定量分析

①②④⑤⑥⑧⑨

⑩

機　器　名 型　　　式 台数 備考

高 速 液 体 ク ロ マ ト グ ラ フ 島津　ＬＣ―20Ａプロミネンス

島津　ＵＶ―2450

１ ⑧

⑧

〃

〃

〃

〃　ＬＣ―ＶＰシステム

〃　ＬＣ―10ＡＳシステム

１

１

⑨

〃　ＡＥＧ―120Ｇ

１ ⑩

自 記 分 光 光 度 計 １

１

⑪

電 子 分 析 天 秤 ⑫

全 自 動 高 速 濃 縮 装 置 ユニフレックスターボバップＬＶ １ ⑬

ド ラ イ ブ ロ ッ ク バ ス シバタ　ＢＩ　1200 １ ⑭

揮発性毒物，有害性ガスの分析

血　　　　　液　　　　　型

揮発性毒物，パラコートの分析

薬物中毒検出用キット

１．エタノール定量（ＦＩＤ検出器付ガスクロマトグラフ）④⑤
２．覚せい剤の確認試験（ガスクロマトグラフ質量分析計）①②

１．ＡＢＯ式
２．解離法　　⑭

１．エタノール定量（ＦＩＤ検出器付ガスクロマトグラフ）④⑤
２．青酸検出（ＦＴＤ検出器付ガスクロマトグラフ）
　　定量（微量拡散法）⑥⑪
３．一酸化炭素の定性（ＴＣＤ付ガスクロマトグラフ）
　　定量（吸光度法）⑥⑪
４．有機溶剤（シンナー等）、
　　ブタンガス、ＨＦＣ等のガス類の検出
　　（ＦＩＤ検出器付ガスクロマトグラフ）④⑤
５．ガス検知管によるH2Sの検出

パーキンエルマー　ＦＬＥＸＡＲ　ＦＸ１５ＰＤＡ
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(6) 解剖に伴う業務

ア　検査

　検案では死因が究明できない場合に解剖し、死因究明に必要な臓器（心臓・肺・肝・腎・脳な

ど）を検体とし、これを肉眼的に観察し、さらに臓器の一部を採取して病理組織標本をつくり顕

微鏡で鏡検する。胃内容物、血液、尿などの薬化学検査も行う。これらの検査結果等を総合的に

判断し死因を決定する。

イ　臓器の保存

当院における保存臓器の種類・保存期間は次のとおりである。

ウ　死体検案書（死亡診断書）の発行

検案終了後、遺族に対し死体検案書１通を発行する。この死体検案書を区市町村へ提出すると、

火葬許可証が交付され戸籍が抹消される。

検案による死体検案書とは別に、解剖後に死因と解剖所見を記載した死体検案書を作成する。

種々の検査に基づいて死因を診断するため、作成まで40日程度かかるが、困難な検査の場合はさ

らに日数を要する。

これらの死体検案書は遺族の請求により発行する。請求できる者は、原則として配偶者もしく

は三親等以内の親族であり、それ以外の者が請求する場合は、委任状が必要である。

種　　類 作　成　方　法 保存期間

ホルマリン

固定臓器

解剖で採取した臓器（心臓・肺・肝・腎・脳など）の

ごく一部を、ホルマリン液の入った500ml 瓶に入れ
固定する。

５年

パラフィン

ブロック
ホルマリン固定臓器の一部をパラフィン包埋する。 永久

プレパラート

顕微鏡で観察することができるようにパラフィン

ブロックを薄く（３～４mm ／1000）切りガラス

板に張り付け、数種類の染色をしたもの。

５年
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